長篇 小説 私見 



i 島 与 志 雄 



な 凡庸な 故であろう か、 或は 社会の 文学的 教養な り 関 

心なり が 余りに 低い 故で、 あろう か。 

そういう こと も 一応 は 考えられる として、 さて その 

次に、 作品 中の 人物に 対する 直接的 批評が、 文芸批評 

家の 中に も 一 向 見出されず、 文芸批評と 云えば、 作者 

の 態度 や 心境と 表現 技法と に 限られて ると いう こと は、 

何故であろう。 稀に なさる る 人物 批評に 対して、 「或 

る 人物の 或る 場合」 という 遁げ 道が 作者に 許されて る 

の は、 何故であろう。 茲に、 短篇 文学の 弊が、 余りに 

短篇の みの 文学の 弊が、 あるので はないだ ろうか。 

作品が 益々 作者に K 属して ゆく 傾向に あり、 随 つて、 
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